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Attheendof1982,900personslivedinDon

Daeng･ The235ever一married women among

them hadgiVenbirthto865children. Dataon

the865Children indicated thatlifeexpectancy

hadrisen byatleast10yearsduringthepast

threedecades;from 55.7or53.2to65.7years.

Becausemaritalfertilityofthe235womenbegan

todeclineonlyln thepastdecade,thevillage

populationwouldhavehadincreasedsubstantially

haditnotbeenf♭remlgration･Actllally,however,
thevillagepopulationincreasedattherateofa

Ⅰ 人口関係データの収集

1981-1983年にわたる ドンデーン村 での諸

調査の中で,人口に関連するデータは,以下

の三つの調査に含まれている｡第 1は,1981

年に行われた全戸調査である｡第 2は,1983

年後半に行われた結婚経験女性全員の面接調

査である｡第 3は,同じく1983年に行われた

家族史調査である｡これら三つのデータ源を

それぞれ ｢全戸調査｣,｢母親調査｣,｢家族史

調査｣と呼ぶこととする｡

全 戸 調 査

全戸調査質問表のQト1からQト7では,主

に人口に関することがらを聞いている 【Fu-
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mere0.65percentperannum inlast17years･

Of641livingchildrenof176householdersin1981,
190leftthevillage･ Abouttwo-thirdsofthem

weremarried. Ofthemarriedemigrants,about

60percentwereengagedinfarming,halfofthem

inneighboringvillagesandhalfinfrontierprov-

inces･ OftheremainingmarriedemlgrantS,and

alsotheunmarriedones,mostareengaged in

urbanareas,ofwhichlocaltownsintheNortheast

regionareaSSlgni丘cantastheBangkokmetro･

politanarea.

kuietall 1983:Appendix E]Oそれらで

は,世帯構成員それぞれの性別,年齢,世帯

主との続柄,既婚未婚の別,出生地など,社会

学的調査に当然の基本事項が含まれている｡

この全戸調査における人口関係事項は,それ

だけにとどまらない｡世帯主とその配偶者の

結婚歴,それぞれの以前の結婚による子供の

数も含まれる｡ また,世帯主の両親,きょう

だいについても,性別,出生地,生死,それ

に生存の場合は,年齢,既婚未婚の別,現住

地を尋ねている｡

このように全戸調査は,通常の社会学的調

査以上の人口関連事項を含んでいる｡ にもか

かわらず,当初から人口調査としてデザイン

された質問票ではないので,人口学の立場か

らみれば欠陥をもつ ｡ まず,死亡 した子供に

ついての情報がない｡これは,死亡に関する

諸指標の推定をほとんど不可能にする｡ 以前

267



東南アジア研究 23巻 3号

の結婚による子供の数は分かっているが,そ

の年齢は不明である｡ 世帯主とその配偶者の

結婚歴は尋ねられているが,世帯主でない既

婚者についてはそうでない｡これでは出生状

況の推定も極めて不完全なものにならざるを

えない｡出生地が村外である者の入村年,離

村者の離村年,再入村年などが知られていな

いので,人口移動を正確に再現することもで

きない｡

全戸調査の人口学的欠陥は,ミッシングデ

ータに関する点ばかりではない｡人口学的調

査にあっては当然払われるべき注意,例えば,

乳幼児の死亡の見落としに対する注意が払わ

れていない｡これらの欠陥にもかかわらず,

全戸調査は人口データ収集の貴重な出発点と

なった｡以下に述べる母親調査や家族史調査

は,全戸調査を補完するものである｡これら

の調査による情報は,全戸調査なかりせば,

これだけの時間と労力とではおそらく収集不

可能であったろう｡

母 親 調 査

1983年 9月から12月にかけて,在村するす

べての結婚経験女性を対象として面接調査を

行なった｡その総数は235人であった｡ 質問

は,結婚歴,すべての出産,死産,流産,塗

脂,避妊具の使用経験を含んでいる｡死亡 し

た子供については,死亡年齢,死因について

質問した｡面接 した235人の母親は,合計865

人の子供を生んでいる｡ したがって母親調査

は,2組のデータセットからなるといえる｡

ひとつは,母親白身に関するものであり,こ

れは出産力の推定に用いられた｡このデータ

を ｢母親データ｣と呼ぶこととする｡一方,

子供に関する方を ｢子供データ｣と呼ぶこと

とし,これは死亡状況の推定に用いられた｡

母親データが,かつて在村したが現在は死

亡または離村した者を含まないのは当然であ

る｡ 逆 に , このデータに含まれる母親のいく
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人かは,村外での出産経験をもつ ｡ したがっ

て,母親データに基づ く出産力の推定値は,

いかなる期間をとっても,また,いかなるコ

ーホートをとっても, ドンデーン村で実際に

生起 した出産現象に正確に対応するものでは

ない｡ しかしながら,不在者の出産経験に関

する情報の収集の困難さとその信頼性の低さ

を考慮すると,在村者との面接による母親デ

ータが,この村の出産,死亡率の変遷を知る

うえでもっとも良い推定値を与えうるものと

考えられる｡

家族史調査

全戸調査と母親調査の結果によってだけで

ち,家族史の相当部分の再構成が可能である｡

この両調査によって,かつて在村したことが

知 られているが死亡,離村 した者の存在が相

当部分明らかになった｡これは,近親者が在

村 している場合が多いからである｡問題は,

子孫を残さなかった者の場合,および親族集

団が近親者を村に残さずに移住した場合であ

る｡ このような場合のチェックの意味で,家

系図の作成が有効な手段である｡

キリス ト教国においては,村落人口の家系

図は,小教区の教会に保存されている洗礼,

結婚,葬儀の記録から再構成されることもあ

るが, ドンデーン村の場合,それに当たるよ

うな信頼性のある記録がない｡家系図は,主

に村の長老たちの記憶に頼って作成された｡

幸い,水野調査によって 1964-1965年当時の

在村者の個人名,家屋の所有者名とその配置

が知 られているので,記憶をチェックするこ

とができた｡ また, およそ60年前の水田所

有者図を長老たちが作成することができたの

で,それ以後の水田の相続,売買を逐一追跡

することによっても通海を最少にすることが

できたと考えている｡

以上のような配慮にもかかわらず,家族史

データは,人口学的にはあまりにも信赦性が
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なさすぎると思われる｡その主な理由は,乳

幼児死亡者数の把捉が極めて不十分であるこ

とにある｡このデータを経済活動人口とみて

も,なお,時期別の各家族の構成員数の累計

をもって村全体の人口とするには危険が大き

すぎると考えられる｡累計によって全体の人

口を再構成 しようとするよりも,各家族ある

いは親族集団ごとに土地所有 との対比を行

い,人口/土地比の観点から分析を試みるこ

とが今後の課題であると考える｡

ⅠⅠ 人 口 構 成

1981年の全戸調査では,現住人口901人,

176世帯となっている [3'bid.1･TablesV-2,

Ⅴ-3]｡水野は,1964年に810人,132世帯を数

えている｡17年間に,人口数で11パーセント,

世帯数で33パーセントの増加である｡この期

間の年平均人口増加率は,0･65パーセントに

過ぎない｡この比較的低い人口増加率の原因

と結果は,十分検討されるべきである｡ 人

口増加率に較べて世帯数のそれが大きいこと

は,平均世帯構成員数が少なくなったことを

意味する｡ 水野調査時は平均6.14人であった

ものが,1981年には5.12人になっている｡こ

の世帯規模の縮小は,単に子供の数の減少に

よるものではなく,拡大家族の核家族化をも

棚
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図1 現住人口の性･年齢構成
(1982年末現在)

原因としていると思われる｡ したがって,そ

の原因とそれが意味するものは,社会学的に

興味のあるところであろう｡

ここに述べる人口調査にあっては,基準時

を1982年末とする｡ この時点での現住人口

は,男性424人,女性476人,合計900人であっ

た｡その年齢構成を図1に示す｡図で明らか

なように,人口ピラミッドの表面の凹凸が激

しい｡また,ある年齢層では男女の比が釣り

合っていない｡これらは,小人口を対象とす

る限り避けられないことである｡ それにもか

かわらず,最近10年間における出生率の低下

がこの図からだけでもうかがわれる｡

ⅠⅠⅠ 死 亡 率

死亡率の推定は,｢子供データ｣に基づいて

なされた｡ すなわち,1983年に面接した235

人の在村結婚経験女性がそれまでに出産 した

865人の子供を母集田として計算されたOデー

タの概要を,表 1に示す｡865人の子供のう

ちの最年長者は,1923年に生 まれている｡

1923年から1982年末までの間に865人中の118

人が死亡している｡ 時間を遡るほど絶対数が

減少する｡ それに従ってランダムな変動によ

る効果が大きくなる｡ したがって,ある年以

前は,分析が極めて困難となるであろうと思

われる｡このような母集団を対象 として,

Howellがアフリカのクング族の人口動態分

析 [Howell 1979]に用いたとほぼ同じ手法

によって,死亡に関する分析を行なった｡

表 2に,｢子供データ｣に含まれる全員につ

いて,最年長者の出生 (1923年)以来1982年

末までの全期間を対象とした生命表を示す｡

表中第 3列の (B)

である生存者と,

した者の合計数で

1982年末現在 ∬歳

同年で ∬ 歳で死亡

生存者のうちの何人

が ∬ 歳の終わりまで生き延びるかが不明で

あるから,(B)項を差 し引いた人数をもとに
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表 1 ｢子供データ｣の概要

年 死亡数
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少なくとも年内
出生数 のある期間生存

していた者の数
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諸関数を計算 したOここにIxの値は,x歳に

達 した生存者の割合を意味する｡サンプルの

絶対数が少ないことと,対象が生存している

母親の子供に限られているというサンプルの

性格から,ある年齢以上の死亡数が極端に少

なくなる｡10歳を超える年齢階級における死

亡率計算は意味がないと考えられるので,以

降の分析では10歳未満のみをとり扱う｡

期間を10年に限り,期首を1923年から1973

年まで順にずらせながら,それぞれの10年間

について生命表を作成 し,1,5,10歳時にお

ける生存率を求めた｡それらを図 2に示す｡

1950年代以降の10年間については,生存率は

時間とともに高くなるが,1940年以前では乱

高下が激 しく,1940年から1950年に始まる10

年間ではそれ以降より生存率が高い｡初期の

乱高下は,小サンプルによるランダム変動の

ためと思われる｡中間期の高い生存率は,乳

幼児死亡の見過ごしかランダム変動効果のい

ずれか,あるいは両方に原因すると考えられ

る｡ いずれにせよ,一応信頼できそうなデー

タは30年間に限られる｡以上の理由により,

今後は1953年以降についての10歳未満の死亡

率のみを考慮することとする｡

最近の30年間を前後15年間に二分 し,それ

且xXl,000



ぞれについて10歳時までの

生命表関数を求め,表3に

示 した｡また,それらの生

存率を Coale-Demeny の

モデル生命表 【Coaleand

Demeny1966]中の"Model

North''シリーズの男女の平

均値に当てはめたものを,

図3に示 した｡最近の15年

間に関しては,第20水準に

よくフイットする｡この水

準の 0歳平均余命 (平均寿

令)は65.7歳である｡東南ア

ジア農村部で一般に期待さ

れる平均寿命よりもかなり

高いというべきであろう｡

前半の15年間の曲線は, 5

歳までは第16水準によくフ

ィットするが,10歳ではむ

しろ第15水準に近 くなる｡

これは,この期間内に死亡

率の変化があったためか,

あるいはすでに15年の過去

であっても乳幼児死亡の見

過ごしがあったためと考え

られる｡ いずれにせよ,こ

の集団に関しては,過去30

年間に少なくとも10歳以上

の平均寿命の改善があった

ことになる｡

また,図2
の勾配は,196

りごろの10年間以降では極

めて緩やかである｡乳幼児

の生存率は,少な くとも過

去30年以上前から向上 して

きたが,1970年代になって

からはそれ以上の向上はみ

られない｡
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表2 ｢子供データ｣の全員,全期間 (1923-1982年)に関する
生命表関数値

･*xg, 禅 語 謹 蒋 蒜亡妻
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表3 ｢子供データ｣に基づく15年間の生命表関数値

(A):期間 1953-1967年

(*x農 轡 琴農芸蓋緊 警量 完動 ∬ lx d∬
(B) N=(A)-(B)

0 363 39 324

1 320 20 300

2 310 29 281

3 291 17 274

4 286 28 258

5 269 20 249

6 254 21 233

7 237 23 214

8 219 23 196

9 203 15 188

10 191 24 167

26 ･080 100,000 8,025

4 ･013 91,975 1,226

8 ･028 90,749 2,584

2 .007 88,165 644

1 .004 87,522 339

5 .020 87,183 1,751

2 .009 85,432 733

2 .009 84,699 792

0 .000 83,907 0

1 .005 83,907 446

2 .012 83,461 1,000

(B):期間 196811982年

7

7

3

7

1

7

7

2

8

0

4

1

1

1

1

2

1

1

2

1

2

2

1

7

8

3

2

7

9

3

2

6

1

1

1

1

3

3

3

3

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

294 14 .048 100,000 4,762

300 2 .007 95,238 635

305 1 .003 94,603 310

316 1 .003 94,293 298

311 2 .006 93,995 604

320 1 .003 93,390 292

322 0 .000 93,098 0

321 2 .006 93,098 580

324 1 .003 92,518 286

326 0 .000 92,233 0

317 0 .000 92,233 0

図3 ｢子供データ｣に基づく15年間の
Z.値のモデル生命表との比較

先に示 した図2あるいは表 3からもうかが

われるように,過去30年間の生存率の向上は,
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1歳未満の死亡の減少によ

るよりは,むしろ,それ以

上の年齢の児童の生存率の

改善が有効であったと思わ

れる｡表 4に,同じ期間の

年齢階級別の死亡数の実数

と死亡率を示 した｡この表

では,特定の年に年齢を問

わず多数が死亡 した事実は

みられない｡

以上のような生存率ある

いは死亡率の傾向は,ひと

り対象集団についてのみで

はなくドンデーン村全体に

ついても結論できるであろ

う｡

ⅠⅤ 出 産 率

出産に関する分析には,

235人の母親 データを用い

た｡このデータに基づく出

産率は,すべて結婚状態に

ある女性による出産率であ

る｡ 結婚した年,離婚,死

別 した年は, それぞれ0.5

年として結婚継続期間に算入 した｡結婚期間

中でも配偶者と同居 していなかった期間があ

る場合があるが,それらは無視 した｡逆に,

婚姻外出産の可能性は,この村の場合,たと

えあったとしても無視 しうる程度で あ る｡

表 5に母親データの概要を示す｡ 235人のう

ち,1911年に17歳で結婚 した者がもっとも早

い｡15歳未満で結婚 した者および49歳を超え

て出産 した者はいない｡表5の前半部分では

絶対数が少なく,出産率を算出する意味がな

い｡子供データの信頼性を検討した結果,過

去30年以上を遡っては信頼できないと結論 し

た｡母親データも,子供データと同一の母親
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表4 ｢子供デ ータ｣ に基づく年齢階級別死亡率

0 歳 1-4歳 5-9歳
午 死亡 延 生存 死 亡 死亡 延生存 死亡 死亡 延 生存

整 年 数 _一室 ｣ } 堅_年 数 率 数 年 数

1953 1 13 80 0

1954 1 23 44 3

1955 3 16 194 1

1956 5 24 213 0

1957 0 24 0 0

1958 2 17 118 3

1959 1 25 41 1

1960 3 28 109 0

1961 1 24 43 0

1962 1 22 47 3

1963 3 31 98 2

1964 1 18 57 0

1965 2 30 67 2

1966 2 21 95 0

1967 2 38 53 0

1968 1 26 39 1

1969 3 24 128 0

1970 1 24 43 0

1971 0 22 0 2

1972 2 25 80 0

1973 0 21 0 1

1974 0 18 0 0

1975 1 23 44 0

1976 3 19 162 0

1977 1 18 57 1

1978 0 22 0 0

1979 2 18 111 0

1980 0 13 0 1

1981 0 17 0 0

72 0

60 50

70 14

70 0

64 0

90 33

60 17

84 0

100 0

76 39

88 23

106 0

76 26

98 0

96 0

108 9

106 0

84 0

120 17

94 0

90 11

84 0

80 0

92 0

74 14

70 0

88 0

68 15

60 0

死亡率 :1,000人当たり

調査に依拠する以上,30年を限度とする｡

表6に,1953年から1982年までの30年間の

年齢別出産率を示 した｡例によって,サンプ

ル数が少ないため不規則な結果となっている

が,17歳から26歳にかけてもっとも高い率が

持続されているといえよう｡30年間を通じた

TMF値 (totalmaritalfertilityrateの略｡分

析対象期間中に出産率に変化がなかったとし

たとき期待される既婚者の平均ひ とり当た

0 48 0

1 53 19

0 60 0

0 58 0

2 80 25

1 63 16

0 98 0

3 65 46

1 93 11

0 88 0

0 85 0

0 88 0

2 103 20

0 113 0

0 88 0

2 128 16

0 100 0

0 118 0

1 100 10

0 163 0

0 105 0

0 123 0

0 100 0

0 148 0

0 123 0

0 103 0

1 98 10

0 108 0

0 103 0

り生涯婚姻内出産回数)は

7･382であった｡ しかし,

実際にはこの30年間に出産

率の変化があったと思われ

るので,単年ごとの TMF

値 を算出 し,図4に示 し

た｡図の左側ではランダム

変動効果と思われる乱高下

がとくに大きいが,少なく

ともここ4-5年の間に出産

率の急速かつ顕著な低下が

あったことが明 らかであ

る｡

表 7に,10年ごとの年齢

階級別婚姻 内出産率 を示

す｡最近の10年間のみがお

よそ5と低い外は,9を超

える｡この出産率の低下は,

すべての年齢層にわたる均

等な出産率の低下によるも

のではない｡若い母親の出

産率の低下よりも高年齢の

それの低下がより顕著であ

る｡

以上にみたように,出産

率は1970年代までは高 く維

持されてきたが,それ以降

急速に低下しつつあり,令

日なおその傾向は継続 して

いると思われる｡出産率の

急速な低下開始の時期と, ドンデーン村にお

ける避妊手段の普及開始時期とは,ほぼ一致

する｡また,若い妻たちは,数人の子供を生

むまでは避妊手段を使用しないのがふつうで

ある｡ 避妊手段の使用については改めて論 じ

ることとするが,ここでは上述の出産率の低

下傾向と避妊手段の使用状況とが極めてよく

一致することを述べるにとどめる｡ なお,坐

女性の延生理的妊娠可能期間に対する延婚姻
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表5 ｢母親データ｣の概要

既 婚 女 性 数

計令96一4
歳

35513
歳

24

5一
2

歳
1

年 出生数

1909 0

1910 0

0

0

1911 0 1

1912 0 1

1913 0 1

0

0

0

0

0

1914 0 1 0

1915 0 1 0

1916 0 1 0

1917 0 1 0

1918 0 1 0

1919 0 0 1

1920 0 0 1

1921 0 0 1

1922 0 0 1

1923 1 1 1

1924 0 1 1

1925 0 1 1

1926 1 2 1

1927 1 4 1

1928 0 6 1

1929 4 6 1

1930 1 6 2

1931 2 7 2

1932 3 6 2

1933 1 5 4

1934 2 6 5

1935 6 7 5

1936 7 8 6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0 1

0 1

0 1

0 2

0 2

0 2

0 3

0 5

0 7

1 8

1 9

1 9

1 9

1 10

1 12

1 13

1 15

1937 6 9 7 1 17

1938 5 9 8 1 18

1939 8 8 7 2 17

1940 5 7 9 2 18

1941 8 7 10 2 19

1942 7 4 1 3 3 20

1943 4 5 11 5 21

1944 7 7 12 4 2 3

1945 7 9 12 5 26

1946 8 9 13 6 28

1947 12 11 13 7 31

1948 12 15 12 9 35

1949 15 19 14 9 41

1950 21 23 13 11 47
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年
既 婚 女 性 数

15-24 25-35 36-49
歳 歳 歳

鮒

.
-99

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

51 14 23 1 3 13

52 23 23 1 3 16 52

53 1 3 18 21 15 54

54 2 3 16 26 15 56

55 17 17 29 16 61

56 26 15 32 18 64

57 2 4 12 36 18 66

58 18 14 40 17 71

59 25 16 42 18 76

60 29 21 41 19 80

61 24 23 38 22 83

62 22 22 38 25 84

63 32 16 38 30 83

64 18 12 40 34 86

65 31 14 39 36 89

66 22 19 35 38 92

67 39 22 33 39 93

68 26 23 32 43 98

69 25 24 30 47 100

70 24 21

71 22 26

72 26 25

73 21 24

74 18 25

75 2 3 27

76 20 29

77 18 34

78 22 35

79 19 33

80 13 27

81 17 21

82 17 22

37 46 103

38 42 105

41 45 111

41 52 116

38 56 119

41 59 127

46 57 132

48 55 137

52 52 138

5 4 53 140

56 55 138

62 52 135

60 55 137

合計 865

期間を決定する初婚年齢や全女性数に対する

結婚女性数の割合に関しては,対象期間中に

顕著な差異が認められない｡したがって,有

配偶女子出産率の傾向から村人口全体の出生

率のそれを推定しても大きな間違いはないと

考える｡
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表6 ｢母親データ｣に基づく30年間の年齢別
婚姻内出産率

(期間1953-1982年)

年齢 出産数 楚婚姻年数 婚姻内出産率

15 0

16 1

17 15

18 12

19 22

20 22

21 33

22 38

23 40

24 45

25 48

26 46

27 34

28 35

29 35

30 31

31 28

32 20

33 19

34 21

35 25

36 14

37 19

38 12

39 11

40 12

41 8

42 10

43 6

44 3

45 3

46 1

47 1

48 3

49 1

1.0 .000

7.5 .133

22.0 .682

39.5 .304

52.0 .423

72.5 .303

91.5 .361

109.5 .347

122.0 .328

127.5 .353

136.5 .352

135.5 .339

131.5 .259

125.5 .279

124.0 .282

119.5 .259

113.0 .248

110.0 .182

103.0 .184

100.5 .209

94.0 .266

89.0 .157

88.0 .216

84.0 .143

83.0 .133

82.5 .145

80.0 .100

81.0 .123

77.5 .077

72.0 .042

65.5 .046

60.0 .017

57.5 .017

56.0 .054

53.0 .019

合計 674 2967･0 (7=3TB&F)

Ⅴ 人 口 移 動

上述 した通り,出産率の低下が始まる1970

年代までは死亡率のみが低下 したのであるか

表7 ｢母親データ｣に基づく10年期間の年齢
階級別婚姻内出産率

年齢階級 出産数 延婚姻年数 出産率

1953-1962年

1963-1972年

1973-1982年

2

1

2

7

5

2

2

1

5

7

4

2

1

7

8

4

6

0

5

5

1

6

6

4

5

1

1

9

2

6

6

2

2

2

5

6

2

1

27.5 .436

143.5 .355

194.0 .371

146.0 .322

71.0 .352

65.5 .183

45.0 .044

692･5 (!･T5%8F)

46.0 .370

153.5 .443

175.5 .365

186.0 .247

192.0 .260

141.0 .106

64.5 .078

9.025
(-TMF)

48.5 .433

226.0 .261

283.5 .219

214.0 .121

175.0 .034

186.5 .064

182.5 .011

4.988
(-TMF)

ら,もし移出がなかったならばそれ以前の時

期に急速な人口増加に見舞わ れた はずで あ

る｡ しかし,最初に述べたように,水野調査

時と今回調査との問の17年間に,わずか810人

から900人-と村人口は増加 したにとどまる｡

したがって,移出人口が相当数にのぼること

が予想される｡｢子供データ｣あるいは ｢家族

史調査｣の結果を用いた人口の移出入の分析
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図4 ｢母親データ｣に基づく単年 TMF

(Totalmaritalfertilityrate)値の
変化

は,目下進行中である｡ ここでは1981年の全

戸調査結果を用いて,当時在村していた世帯

主の生存中の子供のうち,離村 した者の現居

住地と就業状況 [FukuietaZ.1983:Tables

V-50toV-55】を頼介し,移出の傾向につい

て予備的考察を行う｡

世帯主176人は,生存 している子供641人を

もつ ｡ そのうちの190人,30パーセントが離

村 している｡その性,年齢,既婚未婚別の構

成を表8に示す｡仝離村者中の男女の比はお

よそ100:70で,男が多い｡既婚者は,男性74

人,女性52人計126人で,男女合わせた既婚/

未婚比はおよそ100:50で,既婚者が多い｡15

歳以下の離村は少なく, 15-34歳がもっとも

多 く,35歳以上になると年齢が高くなるほど

減少する｡この傾向は,女性においてとくに

著 しい｡男性では20歳未満,女性では15歳未

満に既婚離村者はない｡男女とも25歳を超え

る未婚者は少ない｡

表8に示 した離村者数は,いかなる期間を

とっても,その期間中の全離村者数を意味す

るものでないことは自明である｡ 比較的近年

の離村者であっても,1981年時点でその両親

を世帯主として村に残 していない離村者とし

ては次のようなケースが考えられるOまず,
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年配の世帯主がその家族とともに離村 した場

合である｡ 稲作農村であるドンデーン村でも

このようなケースが無視できないはど多いの

は,後述するように,家族をあげて開拓地に

向かう形での離村が存在するためである｡ま

た,結婚した子供夫婦に連れられて離村した

者 (残った世帯主の孫たち)の多くも,この

表には含まれていない｡したがって,15歳未

満の離村者および35歳以上の離村者数は,比

較的近年に限っても,ともに表8の数字より

実際には大きいはずである｡

表9に,離村者 190人の現居住地と職業を

性,既婚未婚者別に示す｡前述 した通り男性

が女性より多 く,その比は既婚者についても

未婚者についても変わらない｡ しかし,既婚

未婚の別と性別とによって,移住先,職種と

もにまったく異なった様相を呈する｡

まず,未婚者についてみてみよう｡ 未婚者

で郡内の農村地帯に住む者は,男女を問わず

非常に少数である｡県外に居住する男性のう

ちの6人は,未成年あるいは学生である｡所

得のある未婚男性の大多数は給与所得者ある

いは職人などとなり,主として県外,一部県

蓑8 世帯主の生存中の子供で離村した者の性
別,年齢構成,既婚未婚の別

年齢階級 (内晶 者) (内姦 者) (晶 晶 )

0-4 1(1)

5-9 1(1)

10-14 2(2)

15-19 13(13)

20-24 29(17)

25-29 14(3)

30-34 18(0)

35-39 17(0)

40-44 10(0)

45-49 4(0)

50-54 2(0)

0(0) 1(1)

0(0) 1(1)

3(3) 5(5)

17(12) 30(25)

15(8) 44(25)

13(2) 27(5)

16(1) 34(1)

4(0) 21(0)

5(1) 15く1)

5(0) 9(0)

1(0) 3(0)

合 計 111(37) 79(27) 190(64)

(1981年全戸調査 【FukuietaZ.1983:Tables
V-52,Ⅴ-53】による｡)
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表9 世帯主の生存中の子供で離村した者の現居住地と職業

(既婚男性く未婚男性〉/既婚女性く未婚女性〉:人)

忘 讐 ㌣ 巨 ン-ン区肉

専 業 農 t12(1)/10(1)1

コンケン
市を除く
郡内地区 言 ンケ 昌 県内他郡 県 外 計

36(5)/35(1)

4(0)/0(0)

4(0)/1(1)

10(9)/0(8)

3(2)/0(0)

3(4)/0(1)

5(2)/1(0)

3(1)/0(0)

3(3)/1(0)

2(2)/0(0)

0(0)/2(6)

0(0)/0(1)

0(0)/12(0)

0(5)/0(5)

0(0)/0(1)

1(4)/0(3)

兼 業 農

農 業雇 用

工場労働者

事 務 員

教員 ･警官

運 転 手

守 衛

職 人

建 設 労務

女 中

雑 業

主

学

尼

無

嫡

生

僧職

4(1)/8(0) 6(0)/3(0)14(3)/14(0)

2(0)/0(0) 1(0)/0(0) 1(0)/0(0)

3(0)/1(1)

0(1)/0(0) 3(2)/0(0)0(1)/0(7) 0(1)/0(1)

2(0)/0(0)1(0)/0(0)

2(2)/0(0)

2(0)/0(0)

2(0)/0(0)1(1)/0(0)

2(0)/0(0)1(1)/1(0)

1(0)/0(0) 0(1)/0(0)

0(0)/1(0)0(0)/0(4)

0(0)/0(1)

0(0)/1(0)0(0)/4(0)

0(2)/0(0) 0(1)/0(4)

1(0)/0(0)

7(4)/0(0)

0(2)/0(0)

1(2)/0(1)

3(2)/1(0)

0(2)/0(0)

1(1)/0(0)

0(0)/1(2)

0(0)/7(o)
0(2)/0(1)

0(0)/0(1)

1(0)/0(0)0(0)/0(2) 0(4)/0(1)

合 計 い 2(2)/10(1) 21(3)/ll(1)4(5)/5(14) 9(5)/3(6)28(22)/23(5)I74(37)/52(27)l190
(1981年全戸調査 rFukuieJα/.1983:TableV-541による｡)

内の都市部に居住する｡一方,女性にあって

は,学生,未成年を除 くとコンケン市-の集

中度 は非常に高 く,彼女 らは主 として工場で

働 くか,女中となっている｡

既婚者にあっては,区内,郡内の近隣村に

居住する者が男女 ともに多 く,大部分が農業

に従事 している｡ しか し,コンケン市を除 く

郡内他区では男性の半数近 くが非農業者であ

る｡彼 らの多 くは,区内のクープラの町周辺

に住む｡クープラは都庁所在地ではないが,

コンケンーバ ンコクをつな ぐ幹線道路 と鉄道

に沿っており,コンケン市か ら10キロメー ト

ル しか離れていない｡コンケ ン市の延長とし

て工場や政府機関の進出がみ られ る町 で あ

る｡彼 らを除いた郡内居住農業従事既婚者に

限ってみれば,ほぼ男女同数であるといって

よい｡ このような近隣村で農業に従事する既

婚男女の大部分は,結婚を契機 とする離村者

と考えられる｡ もしそうだとすれば,この地

方での原則である結婚後の妻方居住制は,少

な くともドンデーン村か らの婚出者で農業に

従事する者に限っては当てはまらないことに

なる｡非農就業者中に婚出者がいないわけで

はないが, ドンデーン村からの婚出にあって

は,妻方居住の原則が崩れつつある可能性が

大きい｡比較のため ドンデーン村-の婚入者

の出身地をみると [3'bZ'd･:TableV-7],1981

年に夫婦ともに在村 していた 148組の世帯主

夫婦について,夫の半数以上が村外からの婚

入であるのに対 して,村外で生まれた妻は15

パーセントに過ぎない｡婚入者については,

妻方居住の原則 ははば貫かれているといえよ

う｡

既婚者の移住先として郡内農村部に次いで

重要なところは,男女を問わず県外である｡

表10に,既婚未婚者を合わせた県外移住者の
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蓑10 世帯主の生存中の子供で県外へ移住
した者の分布 (人)

移住地方 男 女 合計

開拓余地のある地方
ペチャプン

ル ー イ

ウドンクエ

チャイヤプム

その他の東北部内諸県

マハ-サラカム

ナコンノヾノム

カ ラシ ン

ブ リラム

ス リ ン

ローイエット

ウ ボ ン

首 都 圏

ノヾ ンコク

サム-トプラカン

ナコンパトム

その他の県

畢生 (イラク)

31
一

1

11

9

10

22

】9

2

3
1

1
1

5

21

f18

2

1

3
1
1
J

12
一
1

2

6

3

8
1
4

0

1

0

1

0

2

6

I

5

0

1

2
1
0
L

19
一
0

9

3

7
些

5

2

2

1

0

1

3

t3
113

2

0

1
)1
-

合 計 50 28 78

(1981年全戸調査 [FukuictaZ.1983:Table

V-55】による｡)

県別分布を示した｡県外に移住 した既婚者の

半数以上は, 農業に従事 している｡ その数

は,男性16人,女性14人である｡開拓余地の

大きい県とされたものは,東北部と中央平野

との境界をなす地方の諸県である｡ これらの

諸県-の移住者数は,男性19人,女性12人で

ある｡ したがって,県外移住者で農業に従事

する者のほとんどは,開拓地に向かったもの

と考えられる｡このことは, ドンデーン村か

らの開拓移民が依然として継続中であること

を示している｡タイラーオ社会では,このよ

うな開拓移住のことを ｢-ーナ-ディー (良

い田を求める)｣と呼ぶ｡県内他郡へ移住 した

既婚者のほとんども,農業に従事 している｡

このうちのいく分かは県内北部,西部の開拓
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地に向かい,その他は婚出による離村と思わ

れる｡

既婚女性で非農就業している者の数は,罪

常に少ない｡結婚あるいは開拓移民を契稔と

して離村 し農業に従事 している以外の離村既

婚女性のほとんどは,主婦として県外の都市

あるいはコンケン市に居住 していると思われ

る｡一方,既婚男性で農業以外の職業に従事

している者は,上述のタープラ町,コンケン

市,県内他郡,県外に分散して居住 している｡

そして,県外居住者の約半数は首都圏に,残

りは東北部内他県の地方都市に住んでいると

思われる｡

ⅤⅠ 結 語

信頼できるデータが30年 しかないにもかか

わらず, ドンデーン村ではまず死亡率の低下

が先行 し,出産率の低下がそれに遅れてみら

れることがデータによって示された｡また,

死亡率の低下は1960年代の終わりをもっては

ば終息し,一方,出産率は現在なお低下を続

けていることも示された｡これだけをみれば,

いわゆる人口転換 (demographictransition)

と呼ばれる現象が典型的にドンデーン村でみ

られることになる｡しかし,通常人口転換と

いわれるものは,もっと長い期間にわたると

される｡また,30年を超える村の人口動態に

ついてははっきりしたことは何もいえないの

である｡例えば,死亡率の低下は,30年を超

えるずっと以前から始まっていた可能性が大

きい｡データによって示された ドンデーン村

の死亡,出産率の傾向は,より長い期間にわ

たる人口転換のある局面を捉えたものと考え

るべきである｡

出産率の低下の時期と死亡率のそれとがず

れている以上,この間に急速な人口増加があ

ったはずである｡ しかし,実際には過去17年

間に年率0.65パーセントでしか村の人口は増
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加 しなかった｡ これを1970年代以降の出産率

の低下のみで説明することはできない｡かな

りの数の離村者があったはずである｡

離村者に関する予備的考察によれば, ドン

デーン村からの離村には次のような特徴が認

められる｡ 第 1は,開拓地-の移住による離

村である. 既婚離村者の約30パーセントがこ

れに該当する｡東北タイにおける伝統的な人

口圧への対応の仕方が, ドンデーン村におい

て今 日でも行われていることを示 している｡

第 2は,近隣相聞にみ られる婚出,婚人によ

る人口移動である｡ この形による移動は,村

の諸条件が同じであれば相殺 し合 うはずであ

る｡分析不十分のためこの点に関 しては断定

的なことはいえないが,注 目すべき傾向は,

ドンデーン村への婚人に関 しては妻方居住の

原則が認められるのに対 し,婚出にあっては

男女比がほぼ 1で,この原則が当てはまりそ

うにないことである｡ 第 3は,非農就業男性

の居住地である｡ 彼 らは近在の町か ら首都圏

までに分散 している｡首都圏あるいは発展の

めざましいコンケ ン市周辺に必ず しも限定さ

れていない.一般地方都市の重要性を示唆 し

ていると思われる｡ 第 4は,女性移住の多さ

である｡ 嫡出女性が多いことは上述 した｡開

拓地移住者にあっても女性の比率は高い｡非

農就業女性は,コンケン市で就業する独身女

性にほぼ限られるが,それ以外に主婦として

各地に分散 している｡出生率を決定するのが

女性人口であることを考慮するとき,このよ

うな女性の移出が村人口の抑制にかなり貢献

していると考えられる｡
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